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畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
５
月
５
日
、
毎
年
恒
例
の
黒
砂
糖
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
も
と
、
海
開
き
セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
浜
辺
に
埋
め
ら
れ

た
お
菓
子
を
探
す
宝
探
し
に
参
加
。
解
禁
に
な
っ
た
海
で
は
、
早
く
も
子

ど
も
た
ち
が
泳
ぎ
始
め
ま
し
た
。

舞
台
で
は
吹
奏
楽
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
催
し
、
屋
台
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
出
店
で
の
買
い
物
を
多
く
の
家
族
づ
れ
が
楽
し
ん
で

い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

広
場
の
サ
タ
ヤ
ド
リ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
汁
を
炊
く
小
屋
）
付
近
で
昔
な
が

ら
の
黒
砂
糖
作
り
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
工
程
を
見
学
し
ま

し
た
。「
サ
タ
グ
ン
マ
」
の
牛
ひ
き
体
験
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ

ぱ
い
牛
の
手
綱
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
会
場
内
で
手
作
り
さ
れ
た
黒
砂
糖

や
キ
ビ
ジ
ュ
ー
ス
は
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
、
出
来
立
て
の
味
を
口
に
し
た

人
々
に
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

２
０
１
５　

黒
砂
糖
ま
つ
り～

写
真
特
集
～
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見事な演歌を披露
福留　健竜さん（亀津中1年生）

徳之島町観光協会
副島　博　会長

１
．
木
漏
れ
日
が
心
地
よ
い
広
場　

２
．
大
勢
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う
出
店　

３
．
海
開
き
で
安
全
祈
願
す
る
関
係
者

４
．
宝
探
し
ゲ
ー
ム　

５
．
海
水
浴
を
楽
し
む
子
ど
も
達　

６
．
来
場
者
を
和
ま
せ
る
高
校
生
の
司
会　

７
．
ハ
ー
ト
ビ
ー
ツ　

８
．
闘
牛
太
鼓
Jr　

９
．
コ
ア
メ
モ
リ
ー
ス　

10
．
亀
津
小
学
校
吹
奏
楽
部　

11
．
カ
ラ
ー
ズ　

12
．
徳
之
島
高
校
吹
奏
楽
部　

13
．
ダ
チ
ャ
ー
ム　

14
．
森
田
三
味
線
教
室

　

今
日
は
こ
ど
も
の
日
。
子
ど

も
達
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
日

に
し
ま
し
ょ
う
。
海
開
き
を
終

え
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
季
節
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
十
分
注
意

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

お
客
さ
ん
が
笑
顔
で
聞
い
て
く

れ
た
の
で
、
気
持
ち
よ
く
歌
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
黒
砂
糖
祭
り
は
、
屋
台

で
の
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

678

910

1112

1314
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こ
れ
ま
で
、
徳
之
島
に
生
息
す
る
希
少
動
植
物
の
保
護
に
関

す
る
規
則
が
不
十
分
で
、
盗
採
や
持
ち
出
し
を
抑
止
で
き
な
い

た
め
、
乱
獲
や
開
発
行
為
な
ど
に
よ
っ
て
絶
滅
寸
前
の
生
物
も

あ
り
ま
す
。
学
術
的
に
も
希
少
な
動
植
物
を
守
り
、
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

徳
之
島
３
町
で
は
、「
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
平
成
24
年
９
月
１
日
付
で
３
町
同
時
に
施

行
し
ま
し
た
。
同
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
３
町
で
は
「
徳
之
島

地
区
自
然
保
護
協
議
会
」
を
設
置
し
、
盗
採
や
持
ち
出
し
を
禁

止
す
べ
き
希
少
植
物
を
検
討
し
、
26
種
を
指
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
26
年
１
月

24
日
付
で
保
護
指
定
希
少

野
生
動
植
物
（
昆
虫
）
を
追

加
指
定
し
た
「
希
少
野
生
動

植
物
の
保
護
に
関
す
る
条

例
」
を
告
示
。
３
町
で
は
、

同
条
例
の
説
明
と
希
少
動

植
物
を
写
真
入
り
で
紹
介

す
る
冊
子
「
徳
之
島
版
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
島

内
全
世
帯
に
配
布
し
て
お

り
ま
す
。 世

界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み　
第
14
回

島
の
希
少
な
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
に

～
希
少
な
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
を

次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
～

〈
条
例
の
趣
旨
〉

徳
之
島
に
生
息
・
生
育
す
る
野
生
の
動
植
物
は
、
世
界
的
に
見
て
も

貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
態
系
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
島
民
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
保
護
に
努
め
、
後
世
に
継
承

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

島
民
及
び
来
島
者
は
、
本
施
策
に
協
力
す
る
等
、
希
少
野
生
動
植
物

の
保
護
に
寄
与
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
指
定
さ
れ
た
希
少
野
生
動
植
物
の
捕
獲
・
採
取
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
〉

①
人
命
若
し
く
は
身
体
保
護
の
た
め
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
や
、
学

術
的
研
究
、
そ
の
他
公
益
上
の
理
由
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、

捕
獲
・
採
取
が
で
き
ま
す
。

②
上
記
に
よ
り
許
可
を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に
捕
獲
・
採
取
地
域
の

町
長
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
許
可
に
あ
た
り
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

④
本
条
例
に
違
反
し
て
、
捕
獲
・
採
取
・
繁
殖
さ
れ
た
も
の
の
譲
渡
な

ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
違
反
に
つ
い
て
は
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
〉

○
条
例
の
規
定
に
違
反
し
て
、
指
定
希
少
野
生
動
植
物
の
捕
獲
・
採
取

等
を
行
う
な
ど
の
違
法
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、
最
高
で
１
年
以
下

の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
さ
れ
る
こ
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ヒメスイカズラ（花期：5 ～ 6 月） ヤクシマネッタイラン（花期：6 ～ 7 月） ナギラン（花期：6 ～ 7 月）

３
町
で
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
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毎
年
９
月
に
盛
大
に
開
か
れ
る
、
尾
母

集
落
伝
統
の
豊
年
感
謝
祭
「
ア
キ
ム
チ
」

の
出
発
及
び
終
了
地
点
で
あ
り
、
集
落
の

氏
神
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
る

の
が
「
溝ジ
ョ

川ウ
ゴ

神
社
」
で
す
。

神
社
北
に
位
置
す
る
都ト
ゥ

田ダ

鼻バ
チ

か
ら
神
社

近
く
ま
で
、
水
路
を
使
っ
て
水
が
引
か
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
地
名
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
田
鼻
を
水
源

と
す
る
堰セ
キ

が
通
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
じ

た
、
水
神
と
ノ
ロ
神
が
結
び
つ
い
た
信
仰

儀
礼
が
複
数
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
の
由
来
に
は
、「
万マ
ン

暦レ
キ

三
十
七

（
一
六
〇
九
年
）
の
頃
、
大オ
オ

繁ハ

務ム

免メ

許キ
ョ

図ト

が
居
て
、
こ
の
女
徳
之
島
最
初
の
大オ
オ

繁ハ

務ム

な
り
。
祝ノ

女ロ

の
階
級
は
四
位
、
免
許
図
は

女
の
名
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭
神
は
ノ

ロ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。「
天ア
マ

宮ミ
ヤ

古コ

志シ

来ラ
イ

京キ
ョ
ウ」
の
名
で
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

祠ホ
コ
ラの

前
に
は
、
ノ
ロ
が
乗
馬
す
る
際
に

使
用
す
る
「
マ
ー
ヌ
イ
イ
シ
（
馬
乗
り

石
）」
が
あ
り
、
ご
神
体
ま
た
は
祭
具
と

し
て「
ウ
ッ
カ
ン
サ
ー
ジ
キ
」（
大
繁
務
盃
）

と
「
ウ
ッ
カ
ン
ハ
ヤ
シ
キ
ィ
」（
大
繁
務

瓶
）
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
ー
ジ

キ
（
盃
）
は
、
縁
を
こ
す
る
と
異
様
な
音

を
発
し
、
神
が
天ア
マ

降ク
ダ
リし
て
、
枯
れ
た
井
戸

に
水
が
流
れ
出
す
な
ど
の
威
力
を
発
揮
し

た
と
の
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
神
社
周
辺
は
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
マ
ツ
や
イ
タ
ジ
イ
（
ス
ダ
ジ
イ
）
の
巨

木
が
林
立
す
る
う
っ
そ
う
と
し
た
森
で
、

神
域
と
し
て
「
ジ
ョ
ウ
ゴ
ノ
ム
ィ
（
溝
川

森
）」
と
崇
め
ら
れ
、
草
木
一
本
た
り
と

も
刈
り
取
る
こ
と
は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
神
社
南
西
に
あ
る
大
谷
山
（
標

高
二
〇
九
ｍ
）
で
は
、
カ
ム
ィ
ヤ
キ
土
器

が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
横
の
深
い

谷
を
流
れ
る
本フ
ン

川ゴ
ウ

を
境
界
と
し
て
、
対
岸

が
伊
仙
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
14
回
＝
尾
母
集
落
＝〔尾母集落の史跡〕

尾母浜おどり（所有者等：保存会）
【お問い合わせ先】
町郷土資料館　☎８２―２９０８

ア
キ
ム
チ
で
神
社
で
の

神
事
を
執
り
行
う
住
民

〈
指
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
の
所
持
に
つ
い
て
〉

○
本
条
例
に
指
定
さ
れ
た
個
体
を
既
に
所
持
し
、
引
き
続
き
所
持
を
希
望
す
る
場
合
は
、

指
定
さ
れ
た
日
か
ら
30
日
以
内
の
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
持
を
届
け
出
た
人
よ

り
譲
渡
（
相
続
を
含
む
）
さ
れ
、
引
き
続
き
所
持
す
る
場
合
も
、
譲
り
受
け
た
日
か
ら

30
日
以
内
の
届
出
が
必
要
で
す
。

〈
条
例
で
指
定
さ
れ
て
い
る
26
種
の
植
物
〉

○
「
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
で
指
定
さ
れ
て
い
る
植
物
26
種
は
、
次

の
通
り
で
す
。

№． 種　　名 科　名
1 アコウネッタイラン ラン科
2 アツイタ ツルキジノオ科
3 アマミアオネカズラ ウラボシ科
4 アマミテンナンショウ サトイモ科
5 オオアマミテンナンショウ サトイモ科
6 オオシロショウジョウバカマ ユリ科
7 オオナギラン ラン科
8 オオバカンアオイ ウマノスズクサ科
9 コショウジョウバカマ ユリ科
10 コモチナナバケシダ オシダ科
11 タイワンアマクサシダ イノモトソウ科
12 タイワンショウキラン ラン科
13 ダイサギソウ ラン科
14 タニムラアオイ ウマノスズクサ科
15 チケイラン ラン科
16 トクノシマエビネ ラン科
17 トクノシマカンアオイ ウマノスズクサ科
18 トクノシマテンナンショウ サトイモ科
19 ナギラン ナギラン科
20 ナンバンキンギンソウ ラン科
21 ハマトラノオ ゴマノハグサ科
22 ヒメスイカズラ ヌイカズラ科
23 ヒメトケンラン ラン科
24 ホウザンツヅラフジ ツヅラフジ科
25 ヤクシマネッタイラン ラン科
26 リュウキュウヒモラン ヒカゲノカズラ科

※
「
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
等
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

徳
之
島
町
役
場
企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）
担
当
：
遠
藤
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まちの話題 ●● ●

「
第
52
回
富
山
丸
慰
霊
祭
」（
富
山
丸
遺

族
会
・
徳
之
島
町
・
な
ご
み
の
岬
公
園
運

営
協
議
会
主
催
）
が
４
月
24
日
、
徳
之
島

町
亀
徳
の
な
ご
み
の
岬
公
園
で
執
り
行
わ

れ
、
全
国
の
遺
族
84
名
と
地
元
関
係
者
ら

約
40
名
が
参
列
し
、
犠
牲
者
に
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

輸
送
船
富
山
丸
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期

の
昭
和
19
年
６
月
29
日
、
徳
之
島
町
亀
徳

の
沖
合
約
３
キ
ロ
で
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻

撃
を
受
け
て
沈
没
し
３
７
２
４
名
が
犠
牲

に
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
香
川
県
遺
族
代
表
の
増
田

泰
彦
氏
よ
り
昨
年
建
立
さ
れ
た
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン

ト
に
つ
い

て
報
告
が

あ
り
ま
し

た
。

富山丸慰霊祭
平和願う心を後世に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室
で
４
月
25

日
、
町
立
図
書
館
主
催
の
「
子
ど
も
読
書

の
日
お
話
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
親
子
づ
れ
や
学
童
保
育
な
ど

約
40
名
が
参
加
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
の
お
話
し
、
大
型
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
の
お
話
会
で
は
子
ど
も
の
日
が
近

い
こ
と
か
ら
、
こ
い
の
ぼ
り
の
由
来
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
話
を
し
ま
し

た
。

大
澤　

宝
浩
君
・
宝
穂
君
兄
弟

「
家
の
鯉
の
ぼ
り
が
空
を
泳
い
で
い
る
を
見

て
い
る
と
気
持
ち
が
落

ち
着
く
。
こ
ど
も
の
日

は
、
家
族
で
山
に
行
っ

た
り
た
く
さ
ん
遊
べ
る

特
別
な
日
」
と
話
し
、

今
年
の
こ
ど
も
の
日
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
様

で
し
た
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
４
月
29
日
、

「
平
成
27
年
度
徳
之
島
町
地
域
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
各
地
区
の
代
表
ら
１
１
１
名
が

出
席
し
、
平
成
27
年
度
予
算
な
ど
５
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、「
地
域
の
皆

で
つ
く
る
絆
、
心
豊
か
で
幸
せ
な
社
会
の

実
現
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
地
女
連
の
活

動
目
標
と
し
て
「
教
育
」
や
「
環
境
」
な

ど
７
項
目
を
掲
げ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

子ども読書の日お話し会
子どもたちにたくさんの本を！

地域女性団体連絡協議会総会
夢を叶える島を目指して

徳
之
島
町
文
化
会
館
で
４
月
25
日
、
町

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
「
ゆ
め
・

と
き
め
き
『
し
じ
ゅ
う
に
こ
に
こ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
総
会
』」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
会
員
ら
約
３
５
０
名
が
出
席
。

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
」
と
「
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
を
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
役
員
組
織
な
ど
を
決
め
、
健
康
講

話
や
芸
能
披
露
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

協
議
は
、
平
成
26
年
度
収
支
決
算
や
平

成
27
年
度
事
業
活
動
並
び
予
算
な
ど
４
議

案
を
承
認
し
ま
し
た
。「

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

活
動
の
目
的
や
理
念
、

精
神
に
の
っ
と
り
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
活
動
活
性
化
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

しじゅうニコニコフェスティバル
健康寿命を伸ばそう！町

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会　

重
岡
堯
夫
新
会
長

「
思
い
や
り
を
持
っ

て
子
ど
も
や
高
齢
者
を

見
守
り
、
人
と
人
と
の

絆
を
大
切
に
し
た
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会　

米
良
洋
子
会
長

5 体建立されたモ
ニュメントの 1 つ
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●● ● Town news

徳
之
島
町
の
尾
母
小
中
学
校
で
４
月
27

日
、「
人
権
の
花
」
運
動
開
校
式
が
開
か

れ
ま
し
た
。
同
校
の
児
童
と
生
徒
18
名
は
、

人
権
擁
護
委
員
の
講
話
を
熱
心
に
聞
き
、

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
学
び

ま
し
た
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局
の
池
上

隆
一
補
佐
よ
り
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
贈
呈
さ
れ
「
人
権

の
花
で
あ
る
ヒ
マ
ワ
リ
を
大
切
に
育
て
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

「人権の花」運動開校式
人を思いやる気持ちを育もう

児
童
生
徒
を
代
表

し
、「
人
権
を
大
切
に

す
る
心
を
し
っ
か
り
育

て
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
５
月
10
日
、
母
の

日
恒
例
の
「
第
41
回
徳
之
島
町
地
域
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
町
内
10
地
区
の
選
手

や
応
援
団
な
ど
約
６
０
０
名
が
集
ま
り
、

20
種
目
の
様
々
な
競
技
に
奮
闘
し
ま
し

た
。選

手
た
ち
は
、
地
区
内
の
様
々
な
年
代

の
女
性
同
士
が
協
力
し
合
い
、
各
競
技
を

楽
し
ん
で
競
い
ま
し
た
。
家
事
や
仕
事
を

忘
れ
心
か
ら
楽
し
み
、
各
地
区
の
地
女
連

内
の
絆
が
深
ま
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

順
位
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
位
：
尾
母
チ
ー
ム

２
位
：
北
区
チ
ー
ム

３
位
：
花
徳
チ
ー
ム

躍
進
賞
：
北
区
チ
ー
ム

尾
母
中
学
校
３
年
生

栁
澤　

真
友
奈
さ
ん

町地女連運動会
笑顔あふれる母の日

町スポーツ少年団交歓大会・野球競技
交歓大会開幕！町

総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
５
月
９
日
、
徳
之

島
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
野
球
競
技
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交

歓
大
会
」
の
開
幕
戦
に
、
町
内
４
チ
ー
ム
が
新
生

メ
ン
バ
ー
で
望
み
、
競
技
に
力
の
限
り
を
尽
く
し

ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

１
位
：
亀
津
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

２
位
：
亀
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

３
位
：
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
位
：
神
之
嶺
ド
リ
ー
ム
ス

5 年ぶりに優勝の亀津ファイターズ
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まちの話題 ●● ●

サマージャンボ宝くじの賞金は１等・前後
賞合わせて 7 億円です。

今年も１枚３００円の「サマージャンボ宝
くじ」（市町村振興宝くじ）が全国の宝くじ売
り場で発売されます。

この宝くじの収益金は、市町村の明るく住
みよい街づくりに使われます。
●サマージャンボ宝くじ

１等　５億円× 23 本
（発売総額 690 億円・23 ユニットの場合）

前後賞　各１億円× 46 本
（発売総額 690 億円・23 ユニットの場合）

●サマージャンボミニ 7000 万
１等　７，０００万円×１１０本

（発売総額 330 億円・11 ユニットの場合）

２等　７００万円×２２０本
（発売総額 330 億円・11 ユニットの場合）

３等　３０万円×２，２００本
（発売総額 330 億円・11 ユニットの場合）

●発売　７月８日（水）～７月３１日（金）
●抽選　８月１１日（火）

今年のサマージャンボ宝くじは、
1 等・前後賞合わせて 7 億円。

手
々
集
落
で
４
月
30
日
、
ゴ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
の
一
斉
駆
除
作
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
集
落
内
全
て
の
タ
ン
カ
ン
等

の
ミ
カ
ン
木
類
に
、
専
用
の
殺
虫
シ
ー
ト

を
巻
き
付
け
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

駆
除
作
業
は
、
地
元
生
産
農
家
と
JA
、

町
担
当
課
職
員
ら
20
名
が
参
加
。
喜
界

島
で
の
実
証
実
験
で
成
果
を
確
認
し
て
い

る
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
の
津
田
勝
男

教
授
ら
が
指
導
し
ま
し
た
。
津
田
教
授

は
「
シ
ー
ト
を
下
か
ら
30
㎝
程
の
高
さ
に
、

隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
」
な
ど
と
説
明
。

参
加
者
は
、
４
班
に
分
か
れ
て
事
前
に
調

査
済
み
の
全
対
象
樹
木
に
シ
ー
ト
を
巻
き

付
け
、
見
落
と
し
が
無
い
か
な
ど
を
再
確

認
し
た
上
で
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
３
年
計
画
で
手
々
集
落
で

の
効
果
を
検
証
し
、
他
の
地
域
の
駆
除
に

も
活
か
す
計
画
で
す
。

専用の殺虫シートを木の幹に巻き付ける参加者

殺虫シートでカミキリムシ駆除

亀
津
の
県
合
同
庁
舎
西
側
の
道
路
沿
い

に
あ
る
緑
地
帯
で
４
月
下
旬
、
テ
ッ
ポ
ウ

ユ
リ
が
満
開
の
花
を
咲
か
せ
、
通
行
人
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

緑
地
帯
を
整
備
し
た
の
は
、
亀
津
南
区

高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
新
田
武
男
会
長
）
の
皆

さ
ん
。
国
の
「
過
疎
集
落
等
自
立
再
生
対

策
事
業
」
を
活
用
し
、
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の

球
根
１
６
０
個
を
沖
永
良
部
島
よ
り
取
り

寄
せ
植
栽
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
４
月
25

日
に
開
催
さ
れ
た
「
し
じ
ゅ
う
に
こ
に
こ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
参
加
後
、
ユ
リ
の

花
見
を
楽
し
み
記
念
撮
影
。
場
所
を
南
区

会
館
に
移
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

南区高齢者クラブの皆さん

満開のユリ、町道彩る
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6/14
～

7/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
６
月
14
日　

９
時
～

前
川
・
新
村
・
上
花
徳
「
豊
年
祭
り
」

（
前
川
・
新
村
公
民
館
～
南
風
園
周
辺
）

■
６
月
15
日
～
18
日

９
時
～
17
時

猫
の
去
勢
及
び
避
妊
手
術

（
農
業
セ
ン
タ
ー
（
天
城
町
））

■
６
月
28
日　

８
時
30
分
～

轟
木
「
豊
年
祭
り
」

（
轟
木
神
社
～
県
道
周
辺
）

■
７
月
５
日　

第
28
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

IN
徳
之
島

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

～
平
成
27
年
度
徳
之
島
地
区
消
防
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を

左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
～

１
．
試
験
区
分

（1）
採
用
職
種
・
人
員
及
び
受
験
資
格

職
種

採
用
予
定
人
数

受
験
資
格

消
防
士

３
名

昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
都

道
府
県
公
安
委
員
会
が
交

付
す
る
普
通
免
許
証
を
所

有
（
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
取
得
で
き
る
者
も
含

む
）
す
る
者

２
．
試
験
日
時

平
成
27
年
７
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
試
験
開
始

（
受
付
時
間
：
午
前
８
時
か
ら
午
前
８
時
40
分
ま
で
）

３
．
試
験
場
所

徳
之
島
町
役
場
第
４
会
議
室

４
．
応
募
手
続

願
書
配
布
：
平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
徳
之
島
町
役

場
総
務
課
で
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
：
平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
平
成
27
年
６

月
25
日
（
木
）
ま
で

５
．
そ
の
他
（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

徳
之
島
町
役
場
総
務
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

採用

左
記
の
通
り
、
ご
応
募
く
だ
さ
い

消
防
職
員
採
用
候
補
者
試
験

猫
よ
け
に
お
け
る
毒
物
の
使
用
に
つ
い
て

最
近
、
猫
が
庭
を
荒
ら
す
等
の
理
由
に
よ
り
、
毒
物
を
ま
い
た
り
、
え

さ
に
混
ぜ
た
り
す
る
方
が
い
る
と
の
苦
情
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
動
物
愛

護
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て

な
さ
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
猫
よ
け
対
策
と
し
て
、
猫
を
感
知
し
て
ガ
ス
を
噴
出
す
る
「
び
っ

く
り
ス
プ
レ
ー
」
や
「
ト
ゲ
ト
ゲ
シ
ー
ト
」
を
使
用
す
る
、
あ
る
い
は
庭

に
砂
利
を
敷
く
な
ど
の
方
法
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

環境

ネ
コ
を
お
飼
い
の
方
へ

猫
の
不
妊
手
術
（
無
料
）
の
申
込
み
受
付
中
！

徳
之
島
三
町
で
は
、
公
益
財
団
法

人
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
協
力
を
得
て
下

記
の
日
程
で
猫
の
無
料
不
妊
手
術
事

業
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
の
で
、
下
記
予
約
先
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

農
業
セ
ン
タ
ー
（
天
城
町
）

■
手
術
日　

６
月
15
日
（
月
）
～
18

日
（
木
）（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

■
対
象　

オ
ス
、
メ
ス
と
も
飼
い
猫
、

野
良
猫
の
別
を
問
わ
な
い
。
飼
っ

て
は
い
な
い
が
、
自
宅
あ
る
い
は

周
辺
に
居
つ
い
て
い
る
と
い
っ
た

猫
も
対
象
で
す
。

■
内
容　

① 

不
妊
手
術
、
②
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
③
ノ
ミ
・
ダ

ニ
を
駆
除
、
予
防
す
る
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
処
置
（
通
常
３
万
円
相
当

か
か
り
ま
す
が
、
今
回
は
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
）

■
メ
リ
ッ
ト

・
猫
は
年
に
３
回
も
出
産
し
、
多
く
の
子

猫
は
成
長
す
る
前
に
死
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

・
猫
が
大
人
し
く
な
り
、
お
し
っ
こ
の
臭

い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
す
。

・
夜
中
に
猫
の
鳴
き
声
で
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
無
料
の
予
防
接
種
と
ノ
ミ
ダ
ニ
の
予
防

が
で
き
ま
す
。

■
デ
メ
リ
ッ
ト

・
不
妊
手
術
済
で
あ
る
証
と
し
て
、
耳
に

小
さ
な
カ
ッ
ト
を
入
れ
ま
す
が
、
猫
に

痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
予
約
先
】

町
住
民
生
活
課
☎
82
―
１
１
１
１

天
城
町
町
民
生
活
課
☎
85
―
５
３
３
６

伊
仙
町
環
境
課
☎
86
―
３
１
１
１

※
一
般
の
受
付
は
基
本
的
に
午
前
中
と

し
、
引
き
取
り
は
夕
方
に
お
願
い
し
ま

す
。
午
後
か
ら
持
ち
込
む
場
合
は
、
翌

日
引
き
取
り
な
り
ま
す
。

【
注
意
点
】

①
前
日
か
ら
、
水
、
食
事
を
さ
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

②
獣
医
師
等
に
か
み
つ
く
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
、
猫
は
、
洗
濯
ネ
ッ
ト
等
に
く

る
ん
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
※
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
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募集
徳
之
島
町
で
は
、
新
規
作
物
の
栽
培
等
に
つ
い
て

の
意
欲
を
有
す
る
皆
さ
ん
が
、
新
規
作
物
の
本
格
的

な
栽
培
や
環
境
保
全
型
農
業
等
新
た
な
栽
培
方
法
へ

の
転
換
等
に
取
り
組
む
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
概
要
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
事
業
内
容

徳
之
島
町
内
の
農
地
に
お
い
て
、
新
規
作
物
の

本
格
的
な
栽
培
や
環
境
保
全
型
農
業
等
新
た
な
栽

培
方
法
へ
の
転
換
等
を
行
う
場
合
、
事
業
の
実
施

に
必
要
な
作
物
の
種
子
代
、
苗
木
代
等
に
つ
い

て
そ
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※「
新
規
作
物
の
本
格
的
な
栽
培
」に
つ
い
て
は
、

事
業
に
応
募
さ
れ
る
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の

新
た
な
挑
戦
を
お
手
伝
い
し
ま
す

農
産
物
栽
培
普
及
促
進
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

新
規
作
物
で
あ
り
、
徳
之
島
町
に
お
い
て
新
た
に

導
入
さ
れ
る
作
物
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
．
選
定
方
法

事
業
の
内
容
及
び
実
施
方
法
、
実
現
可
能
性
、

他
計
画
等
と
の
整
合
性
等
の
観
点
か
ら
、
選
定
委

員
会
に
お
い
て
補
助
対
象
者
、
補
助
額
等
に
つ
い

て
決
定
し
ま
す
。

３
．
募
集
期
間

７
月
下
旬
ま
で
募
集
を
行
い
、
8
月
下
旬
に
補

助
対
象
案
件
を
決
定

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

町
農
林
水
産
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
２
、２
４
３
）

問

森林

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
に
つ
い
て

■
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や

相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
し
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
の
長

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者

の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有

権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
と
と

も
に
、
土
地
の
用
途
等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書

類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
又

は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と

が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図

面
が
必
要
で
す
。
※
届
出
書
は
農
林
水
産
課
に
あ

り
ま
す
。

町
農
林
水
産
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

県
大
島
支
庁　

林
務
担
当

☎
０
９
９
７
―
57
―
７
２
８
５

問

住宅

亀
津
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
隣
「
ゆ
う
な
住
宅
」

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

■
住
宅
名　

ゆ
う
な
住
宅

■
所
在
地　

徳
之
島
町
亀
津

３
０
９
２
番
６
（
亀
津
カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園
隣
）

■
募
集
期
間

平
成
27
年
６
月
１
日
～
19
日

■
選
考
方
法　

抽
選

■
入
居
開
始
日平

成
27
年
７
月
１
日

■
家
賃　

６
０
，
０
０
０
円

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
間
取
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
戸
数　

３
戸
の
う
ち
２
戸
（
残

り
１
戸
は
10
月
よ
り
募
集
開

始
）

◎
入
居
者
の
条
件

１
．
教
職
員
又
は
町
内
に
住

所
を
有
す
る
者
及
び
町
内

に
住
所
を
移
そ
う
と
す
る

者
２
．
家
賃
が
滞
り
な
く
納
付

で
き
る
見
込
み
の
者

３
．
連
帯
保
証
人
２
人
の
う

ち
、
１
人
は
入
居
者
と
同

等
以
上
の
収
入
の
あ
る
も

の
で
、
か
つ
町
内
に
住
所

を
有
す
る
者

４
．
地
方
税
等
の
各
種
税
金
、

使
用
料
等
の
滞
納
の
な
い

も
の町

総
務
課　

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
１
４
）

問

丹
向
川

Ａコープ

カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園

県
・
合
同
庁
舎

旧法務局第二職員宿舎です
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徳
之
島
町
住
民
生
活
課
か
ら
の
お
願
い

で
す
。
最
近
、
可
燃
ご
み
や
資
源
ご
み
を

出
す
際
に
透
明
袋
に
「
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」

を
貼
っ
て
出
す
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」
は
、
段
ボ
ー
ル
や

新
聞
紙
と
い
っ
た
紙
類
を
出
す
際
に
の
み

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
可
燃
ご
み

や
資
源
ご
み
を
出
す
場
合
は
必
ず
、「
指
定

ご
み
袋
（
青
、
ピ
ン
ク
、
黄
色
）」
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り
と
ゴ
ミ
を
分
別

し
て
も
、
透
明
袋
に
ご
み
処
理
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
出
し
た
場
合
は
回
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
よ
く
街
中
で
み
ら
れ
る
透
明
ご

み
袋
は
事
業
者
ご
み
で
、
事
業
者
が
ご
み

回
収
業
者
と
契
約
を
交
わ
し
て
回
収
し
て

い
る
も
の
で
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

標
記
の
件
に
つ
い
て
ご
質
問
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
生
活

課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

正
し
い
方
法
で
の
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
！

平
成
15
年
度
よ
り
引
き
続
き
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
一
環
と
し
て
下

記
に
よ
り
「
が
ん
ド
ッ
ク
」
を
実
施

し
ま
す
。

【
受
診
適
用
保
険
】
徳
之
島
町
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。

【
年
齢
制
限
・
人
数
】
40
歳
以
上
65

歳
以
下
（
基
準
日
：
平
成
27
年
６

月
１
日
現
在
）
申
し
込
み
順
10
名

と
す
る
。
ま
た
、
１
世
帯
か
ら
１

名
と
す
る
。

【
保
険
税
の
納
税
状
況
】
平
成
23
年

度
～
平
成
26
年
度
に
保
険
税
の
滞

健診

万
全
な
体
調
の
維
持
を
！

が
ん
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

区分 検査項目

がんドック １．全身ＰＥＴ検査
２．Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部）
３．超音波検査（腹部）
４．血液検査（腫瘍マーカー・血糖・ピ

ロリ菌・胃炎）
５．尿検査・便潜血検査
６．診察・検査結果説明

特定健診 厚生労働省が定める特定健康診査項目
（ヘモグロビン A1c・クレアチニン検査
を含む）

納
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、
以
前
に

受
診
し
た
者
は
除
く
。

【
補
助
額
】
検
査
費
用
は
12
万
円
で
、

検
査
費
用
額
の
う
ち
３
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

【
検
査
機
関
】
医
療
法
人
慈
風
会
厚

地
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像

診
断
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
市
）

☎
０
９
９
―
２
２
６
―
８
８
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
―
２
２
６
―
８
８
７
２

【
受
診
期
間
】 

平
成
27
年
６
月
８
日

（
月
）
～
平
成
28
年
２
月
29
日
（
月
）

※
申
し
込
み
は
、
平
成
27
年
６
月
１

日
（
月
）
よ
り
、
本
庁
及
び
支
所
、

健
康
増
進
課
（
国
保
係
）
窓
口
で

本
人
受
付
と
致
し
ま
す
。（
印
鑑
を

ご
持
参
下
さ
い
。）

＊
平
成
27
年
４
月
か
ら
２
年
間
徳
之

島
町
全
住
民
を
対
象
に
厚
地
記
念

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
費
特
別

割
引
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広

報
紙
最
終
ペ
ー
ジ
の
広
告
欄
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町
健
康
増
進
課　

国
保
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

花
徳
支
所　

国
保
係

☎
84
―
０
０
４
８

問

平
成
27
年
度
の
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
基
礎
課
税
額
…
51
万
円
→
52
万
円

（
基
礎
課
税
額
と
は
医
療
保
険
分
に
相
当
す
る
額
）

●
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
分
…
16
万
円
→
17
万
円

（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
と
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
対
す
る
支
援
金
に
相
当
す
る
課
税
額
）

●
介
護
納
付
金
課
税
額
…
14
万
円
→
16
万
円

（
介
護
納
付
金
課
税
額
と
は
介
護
保
険
料
に
相
当
す

る
課
税
額
）

こ
の
ほ
か
国
保
税
の
均
等
割
５
割
軽
減
を
判
定
す
る

基
準
額
を
24
万
５
千
円
か
ら
26
万
円
、
２
割
軽
減
を
判

定
す
る
基
準
額
を
45
万
円
か
ら
47
万
円
に
引
き
上
げ
ま

す
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
間

の
保
険
税
負
担
の
公
平
の
確
保
及
び
中
低
所
得
層
の
保

険
税
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

＊
軽
減
は
世
帯
全
体
の
所
得
で
判
定
す
る
た
め
、
世

帯
の
中
に
申
告
を
し
て
い
な
い
人
（
未
申
告
者
）
が
い

る
と
軽
減
は
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

町
健
康
増
進
課　

国
保
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
、１
３
５
）

問 国保

ゴミ

ゴ
ミ
処
理
シ
ー
ル
の
使
用
方
法

住
民
生
活
課
か
ら
の
お
願
い

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
２
）

問
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総務課

稲村　よう子

収納対策課

長井　翼

地域営業課

鵜木　一真

農林水産課

福　美睦

水道課

高城　若奈

総務課

泰良　淳

住民生活課

芦田　好子

地域営業課

清田　千晃

農林水産課

上田　あかり

社会教育課

亀澤　大地

総務課

東郷　貞徳

介護福祉課

長川　浩也

耕地課

石井　純治

農林水産課

保岡　健太

学校教育課

福富　佳奈

総務課

住　さや香

介護福祉課

琉　喬至

企画課

遠藤　智

耕地課

亀澤　州都

花徳幼稚園

兼光あかね

建設課

南　有紀

学校教育課

福永　竜馬

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　
平
成
26
年
度
途
中
採
用
、
平
成
27
年
度
４
月
１
日
に
採
用
さ

れ
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
上
司
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、

懸
命
に
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
成
26
年
12
月
１
日
採
用

■
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
採
用



健
康
ト
ピ
ッ
ク
ス
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黒砂糖祭り写真特集
世界自然遺産登録への歩み
町の話題
町からのお知らせ
新規採用職員の紹介
健康トピックス
学校紹介（尾母小中学校）
／題字紹介／目次
戸籍の窓／ＴＮＲ事業紹介

今月の

住　鈴音さん（亀津中学校 3年生）

小学校四年生から続けている習字は、
他学年の友人とふれあいながら、楽しん
で続けています。
学校ではバスケットボール部に所属。
仲間とふざけあったり、厳しい練習で限
界を超えたハイテンションな時が、一番
楽しい時間だそう。「残りわずかになっ
た部活生活を悔いのないように一生懸命
頑張ります！」と話しました。

02
04
06
09
13
14
15

16

index

表紙写真

畦プリンスビーチで 5月 5日、海
開きが行われました。海開きが終わ
ると早速、子どもたちが元気いっぱ
いに海遊びを楽しんでいる姿が見ら
れました。

5 月号の「徳之島町の現勢」の中で、
男性の人口記載に誤りがありました。
深くお詫びし訂正いたします。（P28）

戸籍の窓内「徳之島町の現勢」
誤　　男　　５，５５２３人

↓
正　　男　　５，５２３人
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■
住
所
／
〒
891-7192

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
7203

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0997）

82-1111（
代
）　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0997）

82-1101
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.tokunoshim

a-tow
n.org/

広
報
と
く
の
し
ま
　
2015．

6
月
号
　
№
493

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

猫の不妊手術（無料）の申込み受付中！
※詳しくはＰ 9 に掲載

徳
之
島
３
町
で
は
、
公
益
財
団
法
人
ど
う

ぶ
つ
基
金
の
協
力
を
得
て
左
記
の
日
程
で
猫

の
無
料
不
妊
手
術
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
場
所　

農
業
セ
ン
タ
ー
（
天
城
町
）

■
手
術
日　

６
月
15
日
（
月
）
～
18
日
（
木
）

4 月 17 日から 21 日の日程に下久志分校で
行われた猫の無料不妊手術事業。一匹一匹、
丁寧に手術されました。

●前日から、水、食事をさせな
いでください。

●獣医師等にかみつく危険があ
りますので、猫は、洗濯ネッ
ト等にくるんで持ってきてく
ださい。※町のホームページ
を参照。

●近所の野良猫が増え、お困り
ではありませんか？野良猫等
を捕獲するための檻を貸出し
ますので必要な方は、町住民
生活課までご連絡ください。

（野良猫は不妊及び去勢手術
後に元の場所に放されます。）

有
料
広
告


